
講 師 ： 須 納 瀬 学 先生

少年法の役割と「改正」の歴史

2021年度 第１回

◆講師プロフィール
1986年 弁護士登録
1986年～現在 東京弁護士会・子どもの人権と少年法に関する特別委員会委員
1988年～現在 日本弁護士連合会・子どもの権利委員会委員
2009年度～2014年度 日本弁護士連合会・全面的国選付添人制度実現本部事務局長
2015年度～2021年度 同副本部長
2016年度～2018年度 子どもの権利委員会委員長

＜主な著書、論文＞
「国選付添人制度の展望と課題」（自由と正義 2007年3月号）
「全面的国選付添人制度の実現に向けて」（自由と正義 2013年10月号）
「年長少年の発達権保障としての少年法」（法律時報 2018年４月号）
「少年法適用年齢に関する法制審答申の批判的検討」（季刊刑事弁護 2021年春季号）

参加方法

開催方法：オンライン(Google Meet)

対 象：KOMAnetアカウントをお持ちの教職員、学生

申 込：予約フォームよりお申込みください。2月28日(月)迄

すのせ まなぶ

フォームはこちら

お問い合わせ
駒澤大学法科大学院係／司法研究所事務室
Mail  klawgs@komazawa-u.ac.jp
TEL  03-5712-4703・4776

駒澤大学法科大学院・司法研究所特別講演会

２０２２年

３月４日 金 13:00-15:00

弁護士（東京弁護士会所属・東京駿河台法律事務所）
日本弁護士連合会・子どもの権利委員会委員、
全面的国選付添人制度実現本部副本部長
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